
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕              三次市立吉舎  中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】条件を満たした記述の必要があるため，問題文をよく読むことを習慣づける。求められる条件を押さ

えること，元の文に余分な言葉を付け加えないことなど，類題を反復して解くことで定着をはかる。

また，「主語を補う」という指示内容に正確に答えられるように基礎的な文法事項の定着をはかる。 

 

【課題２】昨年度に続き，要旨を把握する力をつけていくため，様々な文章の要旨を捉えさせる指導を行う。説

明文や意見文を短文に要約させたり，物語文のあらすじや要点を押さえて200字程度にまとめさせた

りする指導を仕組んでいく。 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】領域「書くこと」の「叙述の仕方の確認（通番 17）」に関する問題に

ついて，「求められることを明確にして，複数の内容が含まれた文を二

文に分ける」ことに課題が見られる。本校の通過率 30.8％（県通過率

34.6％） 

 

【課題２】領域「読むこと」の「要旨の把握（通番 19）」に関する問題の通過率

が低い。説明文を正しく読みとって，段落ごとに要旨を把握し，端的

に短くまとめる力が弱い。本校の通過率53.8%（県通過率35.4%） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７５．６％，県６９．２％） 

【課題１】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ２年生 Ｈ２９ 
基礎・基本1回目 

２年生 Ｈ２９ 
基礎・基本２回目 

  
１年生 Ｈ２９ 
基礎・基本1回目 

１年生 Ｈ２９ 
基礎・基本２回目 

 

目標値 ５０% ７０％   ５０% ７０％  

実施後数値        

 
【課題２】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ２年生 Ｈ２９ 
基礎・基本1回目 

２年生 Ｈ２９ 
基礎・基本２回目 

  
１年生 Ｈ２９ 
基礎・基本1回目 

１年生 Ｈ２９ 
基礎・基本２回目 

 

目標値 ６５% ７５％   ６５% ７５％  

実施後数値        

 

○全体的な傾向 

タイプⅠの通過率は 77.4%である。（県通過率 70.4%）４領域の中では「聞くこと」と「言語」

の領域に比べ，「書くこと」（59.0％）の通過率が低い。「書くこと読むこと」の複合的な力が試さ

れるタイプⅡの通過率は68.3%である。（県通過率64.0%） 

○昨年度の課題への取組の成果 

昨年度は，「読むこと」の「要旨の把握」に関する問題の通過率が46.4％（県通過率53.7％）と 

低かった。要旨を把握する力がついていない生徒が多いため，様々な教材文の要旨を捉えさせる 

指導を行った。結果として「要旨の把握」の通過率が，53.8％で県通過率より18.4％高かったが， 

数値としてはまだ低く課題である。（県通過率35.4％） 

 

 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔数学科〕            三次市立吉舎中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

   

 
 

 

【課題１】 

自然数の概念を正しく定着させるため, 小学校内容の復習を行い, 自然数と正の整数が同じ意味であることを再

確認する。また, 生徒同士で問題を出し合い, お互いに確認し合う場面を意図的に取り入れる。数の概念は, 単元

を超えて復習することができるので, 単元ごとの中で学び直す場面を仕組みたい。 

 

【課題２】 

既習の３つの作図の方法を学び直す時間を確保する。また, 作図の手順を確認するだけでなく, 作図をした結果, 

等しい角や辺に印をつけるなどの工夫をさせたい。さらに, 一定のまとまりのある文章からポイントとなる部分

を読み解く力をつけさせるために, 家庭学習等で継続的に行っていきたい。 

 
 

 

【課題１】 

数学８の「自然数の意味」に関する問に対して, 通過率が２３．１％であった。県

平均は４４．２％であり, －２１．１％であった。 

 

【課題２】 

数学１８の「作図の利用」に関する問に対して, 通過率が５７．７％であった。県

平均は５６．１％であり, ＋１．６％であったが, ４２．３％の生徒が誤った選択

をしてしまった。 

 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７３．３％，県６６．９％） 

【課題１】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   2年・H29〔3〕  2年・市学力到達度検査 

数の概念に関わる問題  1年・H29〔3〕 

目標値   ５０％  ５０％  ６０％ 

実施後数値        

 
【課題２】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年・H29〔10〕  2年・市学力到達度検査 

作図問題  1年・H29〔3〕 

目標値   ６５％  ６５％  ７０％ 

実施後数値        

 

○全体的な傾向 

数学教科全体通過率は７３.３％，タイプⅠの通過率は７５．６％（数と式７６．２％，図形７５．６％，関数７３．

１％，資料の活用７５．０），タイプⅡ（図形・数と式・関数）の通過率は６５．４％であった。無答率については，タ

イプⅠ, タイプⅡ全体で０．０％と無回答はなかった。基礎的・基本的な内容については概ね定着が図られて

いると思われるが，自然数の意味を答える問題や作図を利用する問題の通過率が低い。 

 

○昨年度の課題への取組の成果と課題 

昨年度は割合についての知識・理解の通過率が39.3％と不十分であった。授業での教材や活動の

工夫，家庭学習等の取組みにより，市学力到達度検査での割合の通過率は＋10.7ポイントの改善が

見られた。 

 

 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔理科〕                 三次市立吉舎中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

  標本により岩石の特徴を説明し，理解させるだけでなく，身のまわりにある岩石を使い，判別するする作業

を観察・実験として仕組む。 

 

 

【課題２】 

教科書等，2 次元の図だけではなく，カラー粘土等で作った立体模型を使い，ボーリング調査を実験として

行い，その資料から，地層の広がり方を考える，授業を仕組む。 

 

 
 

 

【課題１】 

  地学分野の砂岩と判断する根拠を問う問題では，判断する視点は理解してい

るが，それによって正しく砂岩を選択できない生徒が多い。 

本校の生徒の通過率7.7％。（県通過率17.5％） 

 

【課題２】 

地学分野の地層の広がり方を，異なる標高の地点から観察された柱状図をも

とに，その傾きを3次元的にとらえる問題ができていない。 

本校の通過率23.1％（県通過率28.4％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校58.1％，県50.8％） 

【課題１】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年生期末試験    １年生期末試験 

目標値   50％    50％ 

実施後数値        

 
【課題２】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年期末試験    １年生期末試験 

目標値   50％    50％ 

実施後数値        

 

○全体的な傾向 

  タイプⅠは，物理 65.4％，化学 43.6％，生物 76.9％，地学 56.4％の通過率であった。この結
果から物理，生物，地学分野の基礎的・基本的な内容はおおむね定着が図られている。一方，化
学分野では，実験観察の技能などが十分身についていない状況がある。 

  タイプⅡは，物理 84.6％，化学 51.9％，生物 63.5％，地学 15.4％の通過率であった。地学を
除く分野で，活用力は概ね定着もしているようである。しかし，生物分野で根拠をもとに推定し
たり，説明する力が十分身についていない。 

○昨年度の課題への取組の成果 

  昨年度は，観察・実験の操作がどのような意味を持つのか，また，根拠を明らかにしながら考
察することを意識しながら指導を行ってきた。その結果，改善傾向はみられるが，科学的な用語
を用いて表現する力はまだまだ，不十分である。 

 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔英語科〕               三次市立吉舎中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】文構造の知識を定着させるために，帯活動で既習文構造のドリル練習を行う。語彙力を高めるために，

既習語句を様々な形で使用させ，また辞書を活用して英文を書くなどの活動に取り組ませる。文のつ

ながりを意識させ，常にまとまりのある英文を聞く，話す，読む，書くことを練習させる。 

 

 

【課題２】「話すこと」の活動を増やし，場面に応じた時制を選択して使用できるように練習させる。 

本文についてのQ and A活動の中で，問われた形に対して正しい形で答えることができるよう練習さ

せる。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

 

 
 

【課題１】基本的な文のきまりを理解した作文。（書くこと６－１）（本校通過率

69.2%，県通過率 71.2%）this＋名詞＋be 動詞＋形容詞の語順を正し

く書くことができていない。Thisの形容詞の用法 についての知識を身

に付けていない。また，前後の文を読んで語順を判断することができ

ていない。 

【課題２】自分の考えや気持ちなどが正しく伝わるように話す。（実技２）（本校

通過率 50.0%，県通過率 35.4%）現在進行形で聞かれた問いに対し，

現在進行形の形で応答することができていない。 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校８２．５％，県７２．４％） 

【課題１】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２学期中間試験  ２学期期末試験   ２年生学年末試験 

目標値  ７０％  ７２％   ７５％ 

実施後数値        

 
【課題２】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２学期中間試験  ２学期期末試験   ２年生学年末試験 

目標値  ５２％  ５５％   ６０％ 

実施後数値        

 

○全体的な傾向 

 英語科の結果において，タイプⅠは83.6％，タイプⅡは76.9%の通過率となっている。活用の力

をさらに伸ばしていく必要がある。 

 

○昨年度の課題への取組の成果 

 昨年度は，文と文とのつながりを考え適切な質問文を書く表現の能力に課題があった。文法構造

定着のためのドリル練習を行い，生徒自身に質問を考えさせる活動を行ったり，文のつながりを考

えて対話を発表させたりした。昨年度より４０．６％通過率を伸ばすことができた。（６９．２％） 

本年度の結果について   



質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査）                                 三次市立吉舎中学校 

（１）生活・学習  

生徒の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

『授業では，解決しようとする課題に

ついて，「なぜだろう」，「やってみよ

う」と思います。』に肯定的な回答をし

た割合は，７３．１％で，県平均を上

回ったものの「よくあてはまる」と答

えた生徒は県平均よりも１１．２％低

い。 

 

課題発見・解決学習型の授業の中

で，特に導入部分を工夫し，生徒の

興味・関心・意欲を高める。 

 

 

 

２ 

 

 

 

９０％ 

 

 

 

 

生徒アンケート 

 

 

 

２月 

  

（２）教科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

「国語の授業で学んだことを，ふ

だんの生活で使ったり，学んだこ

とがどのような場面で使えるの

か考えたりしています。」 

（７６．９％） 

学習したことが，自分とどうつな

がっているのか，どのような場面で

使えるのかを捉えさせていく学習

展開をしていく。 
２ ８５％ 生徒アンケート ２月   

数 

 

学 

 
「数学の授業では, 自分の解き
方や考え方の説明をノートに書
いています。」 
（８８．５％） 
 

 自分の解き方や考え方の説明に

とどまらず, 仲間の考えもメモしな

がら, 自分と仲間の考えを比較しな

がらノートをとり, 深い学びを実現

させていく。 

２ ９２％ 生徒アンケート ２月   

理 

 

科 

「理科の授業では，観察や実験を

行うときは，自分で観察器具や実

験器具を使っています。」 

（６５．４％） 

班などグループで行う実験で，グル

ープの人数を4人以下（少数）にし

たり，役割分担を明確にする。 ２ ８５％ 生徒アンケート ２月   

 

英 

 

語 

「英語の授業で学んだことを，普

段の生活で使ったり，学んだこと

がどのような場面で使えるのか

考えたりしています。」 

（６５．４％） 

学習内容と自分自身とのつながり

を感じることができるようなパフ

ォーマンス課題を設定する。また，

視点を明確にした学習の振り返り

を行う。 

２ ７０％ 生徒アンケート ２月   

数学の授業では，自分の解き方や考え方の説明をノートに書いています。 

英語の授業で学んだことを，普段の生活で使ったり，学んだことがどのような場

面で使えるのか考えたりしています。 

国語の授業で学んだことを，ふだんの生活で使ったり，学んだことがどのような
場面で使えるのか考えたりしています。 

理科の授業では，観察や実験を行うときは，自分で観察器具や実験器具を使って
います。 

 

授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう」，「や
ってみよう」と思います。 


